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Ｑ1 学習用体験版と製品版について

Ｑ2  データファイルとバックアップファイルについて

本シリーズのコンピュータ会計テキストを購入された学習者には，学習するために

個人が自己所有するパソコンにのみインストールすることができる「弥生会計 プロ

フェッショナル学習用体験版」がダウンロードできます。

すでに「弥生会計の製品版」がインストールされている場合は，同じパソコンに

「学習用体験版」をインストールしないでください。

たとえば，旧バージョンの「弥生会計 プロフェッショナル」がインストールされているパ

ソコンに最新の「学習用体験版」をインストールすると不具合が生じる場合があります。

また，「学習用体験版」で検定試験を受験したり，コンピュータ会計テキストの自己学

習目的以外の不正利用や無断譲渡，そして，転売（転用）することは禁止されています。

A

学習用データとしてホームペーシからダウンロードした各事業所（会社）のデータ

は，弥生会計の各バージョンで作成された各事業所（会社）データのコピーを圧縮し

て保存したファイルで「バックアップファイル」と呼びます。（例：「.KB**」の拡張子が

付きます。＊＊は「25」や「24」のように各バージョンを示します。）

ダウンロードしたバックアップファイルを「弥生会計 プロフェッショナル」で使用す

るためには，各事業所データを復元する必要があります。復元することで「弥生会

計」のデータファイルとして指定されたフォルダに自動的に保存されます。「弥生会計」

を終了してもこのデータは保存されているので，「弥生会計」を再度起動した際にはこ

のデータが開かれ，続けて入力作業ができます。

データファイルの保存場所の初期値は，ドキュメント（Documents）￥Yayoi￥弥生

会計 25データフォルダに設定されていて，拡張子に「.KD25」が付いています。

（弥生会計 24の場合は，「25」を「24」に読み替えてください。）

バックアップファイルは，本来，コンピュータのトラブルなどでデータが消去された

場合などに備えて作成するもので，データファイルに問題がない場合はバックアップ

ファイルを復元する必要はありません。他のパソコンでそのデータを復元する場合や

データをやり取りする場合にはバックアップファイルを利用します。

この機能を利用して学習用データを学習者に提供することで初期設定をすることな

く，すぐに日常処理の入力練習を開始することができます。

なお，バックアップファイルをすでに存在するデータファイルと同じ名称で復元した場

合，「弥生会計」の既存のデータファイルは復元したバックアップファイルで上書きされます。

A
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Ｑ3  テキストと弥生会計のバージョンについて

つまり，一度，バックアップファイルを復元して入力作業を進めていた場合，再度，

ダウンロードした初期の学習用データ（「.KB25」）を同じファイル名のままで復元した

場合は，入力途中のデータファイルに上書き処理されて新たなデータに置き替わるこ

とになるので入力途中のデータは消去されます。

たとえば，自分の同じコンピュータを利用して入力練習をする場合，復元した学習

用データは，「弥生会計」を終了しても再度起動すれば，入力途中の同じデータファイ

ルが開きます。

一方，教室などのコンピュータと個人のコンピュータを利用して入力練習をする場合

は，授業終了時に必ずUSBメモリー等にデータをバックアップして持ち帰り，入力作

業のたびにUSBメモリー等から入力途中のデータを復元して入力処理を続けます。

同じ会計データをバックアップしたり，復元したりする場合は，USBメモリー等や

ハードディスクに同じファイル名のデータがあると「上書きをしてもよろしいですか」と

確認ウィンドウが開くので［はい］をクリックします。

もし，入力途中のデータを保存したい場合は，バックアップファイルや復元後の

ファイル名を変更する（たとえば日付をファイル名の末尾に入れる）ことで上書きされ

ない別のデータを作成することができます。

本シリーズのコンピュータ会計テキストは，学習者のコンピュータに弥生株式会社

の財務会計ソフト「弥生会計 プロフェッショナル」がインストールされている必要があ

ります。

年度版テキストは，それぞれの年度で提供されている「弥生会計」のバージョンで

保存されている「学習用データ」を復元して利用してください。

たとえば，最新版（令和7年度）は「弥生会計 25 プロフェッショナル」，令和6年度

は「弥生会計 24 プロフェッショナル」の各バージョンで保存されている「学習用デー

タ」が用意されています。

上位のバージョンで保存されている「学習用データ」を下位のバージョンの「弥生会

計」では復元できません。

たとえば，「株式会社ラフィオーレ2章（4期）.KB25」の学習用データを「弥生会計 

24 プロフェッショナル」では復元できません。

一方，「弥生会計 25 プロフェッショナル」で「株式会社ラフィオーレ2章（4期）.KB24」

のデータは復元できますが，最新のバージョンで保存されている学習用データがホー

ムページに用意されているのでダウンロードして利用してください。

A
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Ｑ5  学習用体験版をダウンロードしたが，　　　　　   　　
デスクトップにアイコンがないので起動できない

Ｑ6  インストールの作業中にコンピュータが
  フリーズ（動かなくなる）してしまう

学習用体験版をダウンロードしただけでは，プログラムはインストールされていませ

ん。必ずテキストの手順に従ってインストールの作業を進めてください。

また，無線LANの環境などでネットワーク接続が不安定であったため，正常にダ

ウンロードできなかった可能性やハードディスクの容量不足によりダウンロードが正し

く行われなかったことなどが考えられます。

A

たとえば，ハードディスクの容量不足によりインストールが正常に行われていないこ

とが考えられます。ハードディスクの必須空き容量が400MB以上あるか，日本語OS

がMicrosoft Windows 11，または10を利用しているかを確認してください。

なお，「弥生会計 プロフェッショナル」の動作にはMicrosoftのソフトウェアのイン

ストールが必要です。体験版に用意されているので同時にインストールされますが，

別途空き容量が必要となります。「弥生会計 プロフェッショナル」のシステム要件をも

う一度，確認してください。

＜弥生会計システム要件＞ www.yayoi-kk.co.jp/products/spec/

A

Ｑ4 学習用体験版は，macOS，iPadOS，iOS，
Androidで利用できますか 　　　　

「弥生会計 プロフェッショナル学習用体験版」は，Windows OSには対応していま

すが，macOS，iPadOS，iOS，Androidでは利用できません。

「製品版」も同様です。

A

テキストは毎年度改訂されており，その年度版の「学習用データ」が用意されてい

ます。なお，令和7年度から書籍の年度版改訂を行わずに「学習支援コンテンツ」を

Webページに提供することで，学習者と指導者をサポートする体制を整えます。最新

の情報を提供するとともに，新たな解説資料や学習項目の追加を柔軟に対応できる

ように準備いたします。




